
1990年出上の木簡

②
⑥
は
中
世
の
も
の
で
あ
る
。
の
は
土
坑
群
の
一
つ
か
ら
、
⑤
は
中
世
包
含

層
か
ら
出
上
し
て
い
る
。
ど
ち
ら
も
上
部
に
多
数
の
「鬼
」
、
そ
の
下
に
「急
々

如
律
令
」
と
書
か
れ
た
呪
符
木
簡
で
あ
る
。

本
遺
跡
は
多
時
期
に
わ
た
る
営
み
の
中
で
、
地
方
の
要
地
と
し
て
繁
栄
し
て

き
た
。
特
に
律
令
期
に
お
い
て
は
、
中
央
と
変
わ
ら
ぬ
遺
物
を
み
る
こ
と
が
で

き
る
。
地
理
的
に
も
交
通

・
流
通
の
中
心
地
と
な
り
得
る
地
域
で
あ
り
、
中
央

と
近
い
関
係
を
も
っ
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
官
衛
と
す
る
に
は
早
急
か
も

し
れ
な
い
が
、
そ
の
可
能
性
は
大
い
に
あ
り
、
さ
ら
に
は

『
延
喜
式
』
に
み
え

る

「蒲
原
津
」
と
の
関
係
も
今
後
の
課
題
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

な
お
、
釈
文
は
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
の
平
川
南
氏
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、

関
連
資
料
に
つ
い
て
も
ご
教
示
い
た
だ
い
た
。

（渡
辺
ま
す
み
）

ま
と

ば

ェ警
∵
的
場
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
新
潟
市
小
新
宇
的
場

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
八
九
年

（平
１
）
八
月
ぞ

一
一
月
、　
一
九
九
〇
年
四

月
ｉ

一
〇
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
新
潟
市
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
小
池
邦
明

・
藤
塚
　
明

。
本
間
桂
吉

５
　
遺
跡
の
種
類
　
漁
携
性
集
落

・
官
衝
様
遺
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
一二
世
紀
及
び
八
ｉ

一
〇
世
紀

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

的
場
遺
跡
は
、
新
潟
市
の
市
街
地

（旧
新
潟
町
・
沼
垂
町
）
の
南
西
約
七
血
、

現
海
岸
線
か
ら
約
四
血
内
陸
の

新
潟
平
野
最
低
湿
地
内
の
砂
丘

上
に
位
置
す
る
。

遺
跡
の
立
地
す
る
砂
丘
の
周

辺
に
は
信
濃
川
の
本
流

・
支
流

の
ほ
か
多
く
の
潟
湖
が
点
在
し
、

近
年
ま
で
舟
運
を
主
要
な
交
通

手
段
と
し
て
い
た
。
ま
た
遺
跡

成
立
時
か
ら
既
に
ア
ン
・
マ
ヨ

(内野・新潟)



モ
な
ど
が
繁
茂
す
る
低
湿
な
環
境
で
あ

っ
た
こ
と
が
調
査
に
よ
り
確
認
さ
れ
て

い
る
。
そ
の
後
、
地
盤
沈
下
に
よ
り
、
砂
丘
頂
部

（標
高
一
ｍ
強
）
以
外
は
標
高

マ
イ
ナ
ス
一
・
五
ｍ
前
後
の
湿
地
と
な

っ
て
い
た
。

的
場
遺
跡
の
調
査
は
土
地
区
画
整
理
事
業
に
伴
う
も
の
で
、
事
前
の
試
掘
調

査
に
よ
る
遺
跡
推
定
範
囲

一
三

一
〇
〇
ポ
の
う
ち
、
遺
跡
の
西
側
部
分
四
五
三

〇
∬
を
調
査
し
た
。
調
査
範
囲
の
標
高
は
Ｏ
ｍ
ｉ
マ
イ
ナ
ス
五
ｍ
で
あ
る
。

遺
構
は
、
大
型
の
掘
立
柱
建
物
、
土
坑
、
杭
列
な
ど
が
砂
丘
北
斜
面
の
標
高

マ
イ
ナ
ス
三
ｍ
前
後
の
平
坦
面
よ
り
集
中
し
て
検
出
さ
れ
た
。

遺
物
に
は
、
須
恵
器

・
土
師
器

・
灰
釉
陶
器

・
緑
釉
陶
器

・
製
塩
土
器
な
ど

整
理
用
コ
ン
テ
ナ
約
七
〇
〇
箱
の
ほ
か
、
本
遺
跡
の
性
格
を
示
唆
す
る
遺
物
と

し
て
、
八
〇
〇
〇
点
を
越
え
る
管
状
土
錘
や
木
製
浮
子
、
大
形
石
錘
、
木
製
網

針
な
ど
の
漁
務
関
連
遺
物
、
鉾
帯
金
具
（丸
輌
・
巡
方
・
錐
尾
・
刺
金
・
弦
状
金
具
）
、

銅
製
大
刀
足
金
物
、
鋼
鈴
、
和
同
開
弥
三
二
点
、
神
功
開
宝

一
点
、
紡
錘
車
、

手
斧
、
刀
子
な
ど
の
金
属
製
品
、
木
製
祭
祀
具
（人
形
。
馬
形
・
舟
形
・
刀
形
。
刀

子
形
・
斎
串
・
箸
形
な
ど
）
、
椀
櫛
、
檜
扇
、
木
沓
、
下
駄
、
独
楽
、
琴
柱
、
櫂

な
ど
が
あ
る
。

文
字
資
料
に
は
、
木
簡
五
点
、
墨
書
土
器
約
三
〇
〇
点
の
他
、
漆
で
杯
底
部

な
ど
に
単
純
な
記
号
を
施
し
た
も
の
や
、
管
状
土
錘
に

「大
」

「
×
」
と
刻
書

し
た
も
の
が
数
点
あ
る
が
、
地
名

・
官
行
名
を
記
し
た
も
の
は
な
い
。

木
街
は
全
て
遺
跡
西
端
に
あ
る
沢
部
の
腐
植
層
中
よ
り
、
前
述
の
木
製
祭
祀

具
、
木
沓
、
下
駄
、
独
楽
、
和
同
開
弥
、
神
功
開
宝
、
劣
帯
金
具
、
大
刀
足
金

物
、
墨
書
土
器
な
ど
と
と
も
に
出
上
し
て
い
る
。

木
簡
の
年
代
は
腐
植
層
出
土
土
器
の
年
代
観
か
ら
、
八
世
紀
前
半
か
ら
九
世

紀
中
棄
と
考
え
ら
れ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

本
遺
跡
は
古
墳
時
代
初
頭
に
短
期
間
存
続
し
た
あ
と
、
四
世
紀
以
上
に
わ
た

る
途
絶
期
間
を

へ
、
八
世
紀
前
半
に
再
び
成
立
す
る
。
遺
跡
周
囲
の
環
境
と
漁

具
の
量
、
農
耕
呉
と
み
ら
れ
る
遺
物
が
な
い
こ
と
な
ど
か
ら
、　
一
般
的
な
農
耕

を
基
盤
と
し
た
集
落
と
は
考
え
に
く
い
。
水
産
業
を
中
心
と
し
、
関
連
す
る
物

資
管
理
の
遺
跡
の
可
能
性
が
高
く
、
後
掲
の
木
簡
②
か
ら
対
エ
ミ
ツ
政
策
と
の

関
連
性
も
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
律
令
祭
祀
が
行
な
わ
れ
て
い
た
こ
と
も
考
え

あ
わ
せ
、
本
遺
跡
の
成
立
及
び
運
営

へ
の
官
人
の
強
い
関
与
が
想
定
さ
れ
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容

文
字

・
墨
痕
の
認
め
ら
れ
た
も
の
は
五
点
あ
り
、
こ
れ
ら
の
う
ち
判
読
で
き

た
四
点
に
つ
い
て
記
す
。

①

　
　
「
激
↑
今
鮭

［
円
‐‐‐‐
円
蜘
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（庶
じ
ｘ
合
じ
ｘ
い　
ｏ‘

②

　

狭
食
　
荻
食
　
狭
食
　
狭
食
　
　
　
　
　
（霞
∀
∞叉
『
霞

０

　

「
□
□
町
九
百
五
十
六
文
　
□
町
七
□
六
百
×

□
町
一一一醒
紀
百
廿
〔臣
が
　
一日
日
日
日
日
□（μ］
μ）
×
〕
中
×
ＰＯ
　
Ｏ
μΦ
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【汁
力
〕

①
　
・
・□
口
□
□
□
□
□
酪
分
二
千
三
百
八
十
八
隻

・
□
□
　
□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
□
□
□
□

（怒
υ
×
含
じ
×
い
　
０
留

①
の

「核
」
は

「杉
」
の
具
体
字
で
秋
人
と
い
う
人
の
鮭
と
い
う
意
味
と
み

ら
れ
る
。
『
延
喜
式
』
に
は
、
越
後
国
が
庸

。
調

。
中
昇
作
物

・
諸
国
貢
進
御

贄
年
料
と
し
て
鮭
及
び
鮭
の
加
工
品
を
納
め
る
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
お
り
、
本

木
簡
に
よ
り
九
世
紀
中
葉
に
は
越
後
で
鮭
漁
が
行
な
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認

さ
れ
た
。
な
お
、
木
製
浮
子
の
う
ち
大
型
の
も
の
は
、
こ
れ
が
内
水
面
で
用
い

ら
れ
た
も
の
と
す
る
と
、
そ
の
形
態

。
寸
法
の
民
具
例
と
の
一
致
か
ら
、
鮭
網

の
浮
子
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
②
は
夷
秋
に
与
え
る
食
糧
と
い
う
意
味
と
見

ら
れ
る
。
越
後
国
司
は
、
陸
奥

。
出
羽
両
国
司
と
と
も
に
夷
秋
に
対
し
て

「饗

給
」
を
行
な
う
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
（養
老
職
員
令
大
国
条
）。
ま
た
陸
奥
で
は
正

月
と
二
月
の
二
節
に

「停
饗
」
に
用
い
る
食
料
を
獲
得
す
る
た
め
、
し
ば
し
ば

「狩
漁
之
類
」

Ｇ
類
乗
三
代
格
』
貞
観

一
八
年
六
月
一
九
日
太
政
官
符
）
を
行
な

つ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
①
及
び
魚
の
数
量
を
記
し
た
と
見
ら
れ
る
④
と
関
連
づ
け

る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

③
は
何
か
の
値
を
列
挙
し
た
も
の
で
あ
る
。

「
町
」

が
田
畑
の
面
積
の
単
位
で
あ

っ
た
場
合
、
②
と
関
連
づ
け
て
秋
停
の
た
め
の
佃

な
ど
の
賃
租
と
見
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

な
お
、
木
筒
の
判
読
は
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
の
平
川
南
氏
、
新
潟
大
学

の
小
林
昌
二

・
熊
田
亮
介
氏
に
依
頼
し
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
の
赤
外
線
テ

レ
ビ
カ
メ
ラ
装
置
に
よ

っ
て
行
な

っ
た
。

９
　
関
係
文
献

新
潟
市
教
育
委
員
会

「的
場
遺
跡
発
掘
調
査
概
要
」

翁
一
九
八
九
年
度
埋
蔵
文

化
財
発
掘
調
査
報
告
書
』
　

一
九
九
一
年
）

（本
間
桂
吉
）
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